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１１ がん 

個別分野の施策  

がん 

 がんは、昭和５６年より我が国の死亡原因の第１位であり、現在では年間約 30 万人もの方が亡くなっている。これ

に対応するためには、生活習慣の改善による予防の取組が重要である。これまで、昭和 59 年度から３次にわたる

がん戦略事業を推進しており、昭和５９年度から平成５年度までを「対がん１０カ年総合戦略」、平成６年度から平

成 15 年度までを「がん克服新１０か年戦略」として研究に重点を置いた取組を実施してきた。この取組によりがんの

診断・治療技術は進歩しているが、今後はがん検診による早期発見・早期治療など予防に向けた取組が一層重要

となっている。厚生労働省においては、がん対策を強力に推進するべく、平成 16 年度からがんの罹患率と死亡率

の激減を目指して「第３次対がん１０か年総合戦略」を推進しているところである。  

  「健康日本２１」では、がんの一次予防の推進を図る観点から、生活習慣の改善、がんの検診の受診者等につ

いて目標を設定しており、平成 17 年度から開始している健康フロンティア戦略においては、がん対策として５年生

存率の 20％改善を目標に掲げている。 

施策の概要 

１．がん研究の推進 

 （１）「対がん１０カ年総合戦略」（昭和 59 年度～平成５年度） 

   及び「がん克服新１０か年戦略」（平成６年度～平成 15 年度）    

     がんの本態解明を推進するため、重点研究課題を設定し研究を進め、これまで不明であった数々の発がん

機構の解明がなされるなど、一定の成果をあげた。 

   さらに、がんの本態解明からがん克服へという戦略の目標達成に向けて重点課題の研究に取り組むとともに

研究支援事業を進め、更なるがんの本態解明、各種がんの早期発見法の確立、標準的な治療法の確立等

診断・治療技術は目覚ましい進歩を遂げた。 

 

(主な成果）  

・発がん機構等の解明が進歩：一部のがん抑制遺伝子の同定 

・早期診断技術の開発：ヘリカルＣＴによる肺がんの早期発見 

・がん治療の進歩：非侵襲的手術法の開発 

・研究体制：既存の国立がんセンターや大学などで研究 

 

（２） 「第３次対がん１０か年総合戦略」（平成１６年度～平成２５年度）                   

     これまでの 20 年にわたる戦略の推進の結果、胃がん、子宮がんによる死亡率は低下し、胃がんなどの生存

率は向上したが、一方で、国民の生活習慣の変化その他により大腸がん等の欧米型のがんは増加を続けて

いる。 

     このため、第３次対がん１０か年総合戦略では、がんの罹患率と死亡率の激減を新たな戦略目標とし、更な

るがんの本態解明、基礎研究の成果を幅広く予防、診断、治療に応用するトランスレーショナルリサーチの

推進、予防・診断・治療法の開発及びがんの実態把握とがん情報・診断技術の発信・普及についての研究

を重点的に推進している。 

 

 ・第３次対がん総合戦略研究事業 

       更なるがんの本態解明を進めるとともに、その成果を幅広く応用するトランスレーショナル・リサーチの推

進、革新的な予防、診断、治療法の開発及び根拠に基づく医療の推進を図るための質の高い大規模な

臨床研究を実施している。 

・医療技術評価総合研究事業（ＥＢＭの手法に基づく診療ガイドライン） 

 

２．がん予防の推進 

 ○「第３次対がん１０か年総合戦略」 

    がんによる罹患率を減少させるためには、がん予防の研究成果に基づき、国民の生活習慣等の行動変容、

有効ながん検診の拡充等を図っていくことが必要であり、このため、がんの有効な予防法を確立するとともに、

がん予防に関する知識を広く国民に周知し、さらに最新の研究成果に基づきがん検診の効果を高めていくこ

ととしている。 

 


